
根室市立北斗小学校

第６学年 〔単元名〕Unit6 This is my town.

〔単元の目標〕

・外国人観光客に根室の魅力を伝えるために、動画を通して、根室にあるものやないもの、そこでできることなどについて紹
介することができる。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・「自由進度学習」の課題を児童全員が合格した。
・学習した英語表現を活用し、グループごとに動画
を完成させ、根室市長をはじめとした学校外の
方々に向けて発表した。

・作成した動画を根室市観光協会のモニターで12
月８日から上映していただく予定である。また、
中標津空港や道の駅などでの上映もこれから交渉
予定である。

〔改善の方向性〕
・魅力ランキングから課題が明確になり、意欲の向上が見られたが、外国語での
伝わり方が十分ではなかったため、ALTなど外部からの人材を活用して「外国
人観光客を増やすために自分がどう関わることができるか」という課題解決の
意識を自分事とし、多様な方法を自ら選択し、試しながら実現できるような工
夫をしていく。

・今回は、動画に絞ったが、「発信」という点で、自分が一番魅力を伝えられ相
手に伝わる発信方法は何かを吟味させ、自ら選択できるようにしていく必要が
ある。そうすることにより自分の地域について考えたり、良さを見付けようと
したりする姿がより見られるようになると考える。
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【様式】

手立て 資料

① 目的意識、相手意識を大切にした単元ゴールの設定、導入の工夫

② 「自由進度学習」で身に付ける知識及び技能 ※本校における「自由進度学習」は児童が自分で計画を立てて進める学習

③ 児童の言語活動を充実させるためのICTや外部人材の活用

実践テーマ「児童生徒の興味・関心を高め、指導の目的を踏まえたALTや１人１台端末の活用」
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単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①目的意識、相手意識を大切にした課題の設定、導入の工夫

○ 外国人観光客を増やすための方
法を考える→動画作成

○ 外国人観光客が感じている
日本の魅力ランキングや、日
本、根室市、釧路市の外国人
観光客数の表を見せ、根室市
にはなぜ外国人観光客が少な
いのか問いかける。

○ 外国人観光客を増やすため
に、何ができるか尋ねる。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ 総合的な学習の時間で取り
組んでいる活動と組み合わせ、
実際に動画を外部の方々に視
聴していただき、各業界で動
画を使っていただくようにし
た。

○ 根室市長、教育長など外部の
方々に地域活性化案を提案し、動
画を上映する。

〔工夫点〕

○ 日本の魅力ランキング
と根室の魅力が重なって
いることを確認し、そこ
から「魅力があるのに伝
わっていない」ことを実
感させた。

○ 隣の市である釧路市の
外国人観光客数と根室を
比べることで、その
ギャップへの驚きから、
課題意識をもたせた。

○ 作って終わりにするの
ではなく、地域活性化の
行動の一つとして、作成
物が本物になるように外
部との連携を図った。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

②「自由進度学習」で身に付ける知識及び技能 ※本校における「自由進度学習」は児童が自分で計画を立てて進める学習

○ 英語だけでコミュニケー
ションをとる活動をする。

○ イングリッシュタイムとし
て、英語のみを使う時間を取
り、Missionや動画作成につ
ながるような言語活動を設定
した。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ 単元の指導計画を児童と共
有し、表現を身に付ける
Missionを準備した。

○ チェックテストを設定し、
指導に活かす評価を行った。

○ 学習計画を決め、自分の
ペースでMissionカードを進
める。

〔工夫点〕

○ 英語しか使ってはいけ
ないというルールの下、
相手に分かるように説明
する言語活動を行うこと
で、ジェスチャーやアイ
コンタクトなど、コミュ
ニケーションで大切な伝
え方が自然と出る環境づ
くりをした。

○ なるべく自分の力で進
められるように、ヒント
カードを用意した。

○ 相手に伝えるMissionを
取り入れ、外国語のコ
ミュニケーションが減ら
ないよう心掛けた。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

③児童の言語活動を充実させるためのICTや外部人材の活用

○ iPadのアプリ「iMovie」を使

用し、動画を作成する。
○ 自分たちで進められるよう、
見本の動画や、アプリの基本
的な使い方など全てロイロ
ノートを活用して共有した。

○ 音声の録音と字幕で、話す
こと（発表）と書くことの評
価をできるようにした。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ 進捗状況や改善点などに気
付くために、全体で確認する
時間を取り、評価のポイント
を児童と確認した。また、
ALTには中間発表の時だけで
はなく、学習過程からアドバ
イスをいただいた。

○ 中間発表で他のグループの良い
ところと改善点を伝え、動画づく
りに活かす。

〔工夫点〕

○ 著作権などの情報モラ
ルについての指導をした
上で、紹介したい内容に
合わせて写真や動画を選
べるよう、観光協会や地
域おこし協力隊の方から、
写真や動画を提供いただ
き、児童が自由に使える
ようにした。

○ ロイロノートの共有
ノートの機能を使い、児
童同士でコメントを書き
合い、見られるようにし、
動画作成の改善に生かせ
るようにした。


